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遺伝子変異を識別可能なsiRNAの開発により、これまで医薬品開発が困難であった疾患の治療に適用できると期待される。
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疾患原因遺伝子に対する特異的siRNAの開発

シングルセル分注システム (cellenONE)

変異型遺伝子のみを特異的に抑制するsiRNAの作用機序を調べるため、シングルセル分注システムを用いて、RNA干渉あるいはRNA

サイレンシング機構に寄与すると考えられる遺伝子のノックアウト細胞の作製をおこなった。
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